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宮

将
史（
み
や
・
ま
さ
ふ
み
）

１
９
７
４
年
生
ま
れ
。
神
奈
川

県
出
身
。
一
橋
大
経
済
学
修
士
。

２
０
０
０
年
日
本
銀
行
入
行
、
政

策
委
員
会
室
国
会
渉
外
課
長
な
ど

を
経
て

年
７
月
か
ら
現
職
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先
月
の
本
欄
で
、
２
０
２

７
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
・
小
栗
上
野
介
忠

順
の
業
績
を
肌
で
感
じ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
た
（
日
銀

前
橋
支
店
Ｈ
Ｐ
「
支
店
長
の

ペ
ー
ジ
」
参
照
）
。

幕
末
期
（
１
８
６
５
年
）

に
、
わ
が
国
近
代
化
の
嚆こ

う

矢し

と
な
る
横
須
賀
造
船
所
（
神

奈
川
県
）
の
建
造
に
取
り
組

ん
だ
小
栗
。
彼
が
描
い
た
未

来
図
は
、
単
な
る
工
場
建
設

や
幕
政
改
革
に
止
ま
ら
な

い
。
小
栗
は
、
外
国
と
の
貿

易
を
担
う
総
合
商
社
「
兵
庫

商
社
」
や
貿
易
金
融
を
担
う

「
為
替
会
社
」
の
創
設
を
主

導
し
た
ほ
か
、
鉄
道
建
設
も

構
想
し
た
。

小
栗
は
、
産
業
・
流
通
・

金
融
を
一
体
整
備
し
、
わ
が

国
が
列
強
と
対
等
に
渡
り
合

う
独
立
国
家
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
横
須
賀
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
協
力
の
も
と
、

造
船
所
内
に
技
術
者
育
成
機

関
「
黌こ

う

舎し
ゃ

」
も
創
設
。
外
国

の
知
見
を
活
か
し
、
自
力
で

学
び
、次
の
世
代
を
育
て
る
。

こ
う
し
た
近
代
国
家
づ
く
り

の
モ
デ
ル
が
、
江
戸
末
期
に

す
で
に
あ
っ
て
、
小
栗
は
間

違
い
な
く
そ
の
中
核
の
仕
事

を
や
っ
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
国

営
模
範
工
場
、
フ
ラ
ン
ス
人

技
師
、
後
進
育
成
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
ピ
ン
と
く
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。そ
う
、

富
岡
市
の
世
界
文
化
遺
産

「
富
岡
製
糸
場
」
（
１
８
７

２
年
開
業
）
も
同
じ
モ
デ
ル

で
作
ら
れ
た
の
だ
。し
か
も
、

設
計
や
れ
ん
が
な
ど
の
部
材

は
、
横
須
賀
か
ら
移
植
さ
れ

た
そ
う
だ
。

小
栗
は
、
鉄
道
建
設
に
加

え
て
、
銀
行
の
設
立
、
中
央

銀
行
の
創
設
ま
で
も
構
想
し

て
い
た
。こ
う
し
た
構
想
は
、

江
戸
幕
府
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

と
と
も

に
と
ん
挫
し
た
。
し
か
し
、

鉄
道
建
設
に
つ
い
て
は
、
明

治
に
入
っ
て
、
小
栗
が
候
補

と
し
た
江
戸
〜
横
浜
で
実
現

し
た
。
国
内
最
初
の
銀
行

設
立
を
実
現
し
、
富
岡
製

糸
場
の
開
業
に
も
深
く
関
わ

っ
た
渋
沢
栄
一
な
ど
、
後
進

が
具
体
化
さ
せ
た
イ
ン
フ
ラ

づ
く
り
は
、
小
栗
か
ら
の
見

え
な
い
バ
ト
ン
リ
レ
ー
が
生

き
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。小

栗
の
菩ぼ

提だ
い

寺
で
あ
る
東

善
寺
（
高
崎
市
）
に
は
、
盟

友
栗
本
鋤
雲
と
並
ん
で
胸
像

が
た
た
ず
む
。栗
本
著
の
「
匏ほ

う

庵あ
ん

十
種
」
に
、
小
栗
の
こ
ん

な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
土
藏
付
売
家
の
栄
誉
を
残

す
べ
し
」
。
存
続
が
揺
ら
ぐ

幕
府
が
進
め
る
政
策
は
、
い

わ
ば
「
売
り
家
」
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
幕

府
が
無
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
わ
が
国
に
財
産
を
残
す

も
の
（

土
蔵
付
）
で
あ
る

べ
き
だ
。
そ
う
い
う
視
点
で

働
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
言
葉
だ
。
少
欲
よ
り
大
欲

を
考
え
た
小
栗
の
早
過
ぎ
る

死
が
悔
や
ま
れ
る
と
と
も

に
、
彼
の
業
績
の
顕
彰
を
望

み
た
い
。
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